
平成 30年 3月「ゆめの木教室」から 6名の子どもたち 

（小学生 3 名、中学生 3 名）がそれぞれ小学校・中学校

を卒業しました。 

卒業しました。 
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●●放放課課後後学学習習支支援援事事業業  「「ゆゆめめのの木木教教室室」」          ●●青青少少年年のの健健全全育育成成ののたためめのの事事業業  

小小中中学学生生：：月月曜曜日日～～金金曜曜日日  午午後後 22 時時～～66 時時      問問題題をを抱抱ええたた子子どどももととそそのの家家族族にに対対しし  

●●青青少少年年のの自自立立支支援援事事業業  「「そそらら」」                                              随随時時相相談談･･援援助助をを行行ななうう  

木木曜曜日日：：午午後後 66 時時 3300 分分～～88 時時 3300 分分              ●●交交流流会会    年年２２回回開開催催  

                      

 

 

 

 

  

  

 

平成 29年度「ゆめの木教室」卒業生 

中学校では、勉強（特に漢

字）や部活（サッカー）を

頑張りたいです。「ゆめの

木教室」で先生が助けてく

れたから勉強がわかるよう

になりました。 

ありがとうございました。 

最初、わからないことだらけ

だったけど、6年生になってた

くさん頑張りました。「ゆめ

の木教室」は楽しかったです。 

3月に行われた「交流会」では、卒業生のお祝いや平成 30年度の

「ゆめの木教室」の体制の説明、高校に進学をした卒業生のお話

を聴く機会をつくり、保護者や子どもとの交流を深めました。 

高校進学に向けて努力したこと 

 

• 1つ得意な教科を見つけ、その教科だけは誰にも負けないように

必死に勉強した。（自分の場合は、ポルトガル語と似ている英語

だった。） 

 

• 親も必死になって進学のための資金を作ってくれた。私だけでは

なく家族全員で頑張った。 

 

• 親は自分のやりたいことをいつも応援してくれた。日本の学校に

行きたいと言った時も私立の高校へ進学したいと言った時も否

定的なことは言わず、いつもサポートしてくれた。 

 
中 2で来日し、1年間一生懸命勉強して
希望校の A高校に進学した「ゆめの木教
室」の A先輩。 



  

入室希望者が増え、平成 29年度末時点で 28名の待機者がありました。 

平成 30年度 4月、待機者児童生徒全員を受け入れるため、「ゆめの木教室」に通ってくる 

児童とともに、いくつかのお約束をしました。 

 

● 各学年で「ゆめの木教室」に来る曜日や時間が変わります。下校時間が早い日は一度家に帰っ

てから、その後、「ゆめの木教室」に来てください。 

 

 月 火 水 木 金 

15：30 ～ 

  16：30 

1年生 1年生 1年生 1年生 1年生 

2年生 2年生  2年生 2年生 

 

16：30 ～ 

  

  18：00 

3年生 3年生  3年生 3年生 

4年生  4年生 4年生  

 5年生 5年生  5年生 

6年生  6年生 6年生  

● 文房具と国語・算数の教科書やドリル類は必ず持ってきてください。 

 

●「ゆめの木教室」では 1時間ぐらい勉強します。 

 

●「ゆめの木教室」のスタッフ（先生）の指示を聴いてください。 

 

●「ゆめの木教室」では、１時間ぐらい集中して勉強します。学校の宿題または「ゆめの木教室」

の課題のうち、自分一人では難しい問題から取り組みましょう。 

 

● 学校の通知表やテストを見せてください。 

 

● 学校の宿題がない日も、「ゆめの木教室」に来てください。 

 

●「ゆめの木教室」では、頑張って日本語でお話ししましょう。 

 

●「ゆめの木教室」をお休みする日は連絡をお願いします。 

 

            

平成 30年度「ゆめの木教室」体制について   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

  

平成 30 年度の「そら」は、青少年が集まり、育児の話や子どもの

学校の学習の話など様々な情報交換をしています。 

また、中学生は宿題や課題をがんばっています。 

中３はいつにもまし

て真剣に学習に取り

組んでいます。 

                        

その日、子どもたちは 13 時ごろから集会所に集まり、子ども用の軍手をはめ、たいへん張り切っていま

した。13時 30分、トヨタ自動車EX会の皆様が集会所に到着されました。集会所前であいさつし、その後大

人と子供たちで混合チームを作り、各部屋に分かれて、床や窓ガラス、天井に設置されているエアコンフィ

ルター、ベランダを掃除しました。EX会のみなさんのお力添えでピカピカの集会所になりました。 

集会所の清掃活動後は、大きなゴミ袋をさげて保見団地の外周道路を歩きながら、空き缶やビン、たば

この吸い殻やお菓子の袋などを拾い集めました。16 時頃になり、ゴミ拾いが終盤に近づきました。小学 1

年生の Dちゃんと I くんは疲れ果て、EX会の方におんぶされてやっと集会所まで戻ることができました。 

保見団地は子どもたちの故郷です。今はまだ幼い子供たちですが、きっとゴミ拾いの経験を忘れず、大

人になった時には道路にゴミを捨てないと思います。 

• Ａさんが教育について書かれている本を持って来てく

れました。チラシ配りのアルバイト代で子どものため

の本を買いたいので、どんな本がいいか「そら」で一

緒に考えました。 

• Ｂくんの進学について話し合いをしました。学年末テ

ストの結果が悪く、多くの課題の追認考査のための試

験があります。なんとか期限までに課題を全て提出し、

進級できるよう支援を行いたいと思います。 

• 日本語がまだ苦手な生徒が高校受験に備えて教科学習

をがんばっています。ポルトガル語ができるため、ポ

ルトガル語の訳のついた教科学習教材も利用し、日本

語を補いながら学習を進めています。 

 

サッカー関係の通訳の仕事に就きたいと考え就職活動を行っていたＣく

んが、この度サッカーチームで通訳の仕事に就くことができました。 

大好きなサッカーに関わりながら働くことができ、 

本当によかったです。体に気を付けて頑張ってください。 

清掃活動 トヨタ自動車ＥＸ会の方たちと清掃活動をしました。 


